
 
入院時食事負担額の変更 

 夏のイベントといえば…そう！“お祭り”ですよね！ 

 当院4階の“地域包括ケア病棟”では、8月11日（土）に入院中

の患者さんを対象に夏祭りを開催しました。 

 病棟スタッフがこの日のためにすべて手作りで「ヨーヨー釣り」、

「魚釣り」、「ボーリング」の3ブースを用意。 

折り紙で作った提灯などの飾りや、夏祭りにぴったりの音楽も流

れ、夏祭りの雰囲気も味わっていただける会場となっていました。

当日は、地域包括ケア病棟に入院中の患者さんだけでなく、他病

棟の患者さんも数多く参加してくださいました。 

 水の上に浮かぶ不安定なヨーヨーを取る真剣な眼差しや、ボー

ルを転がしてピンを倒し嬉しそうな表情。多くの患者さんがたくさん

の笑顔を見せてくれました。 

 そして、お祭りといえば忘れてはいけな

い“お神輿”。 お神輿も、もちろん病棟

スタッフの手作り！病棟スタッフとスタッ

フのお子さんが担ぎ手となり、各病室を

周り、移動のできない患者さんにもお祭

り気分を味わっていただきました。突然

の「ワッショイ、ワッショイ！」という掛け声

に、驚く患者さんでしたが、お神輿を見

るとにっこりと表情を変え、両手を上げ

一緒に楽しんでくれていました。 

 夏祭りイベントをとおし、患者さんの楽

しそうな表情にご家族も笑顔になり、ご家族で楽しい時間を一緒

に過ごしていただくことが出来ました。 

 地域包括ケア病棟では、今後

も随時イベント開催し、入院中の

患者さんとご家族に楽しい時間を

過ごしていただきたいと考えてい

ます。この機会にぜひ、当院地

域包括ケア病棟のご利用をご検

討ください。 

地域包括ケア病棟で“夏祭り” 

ー 

平成30年4月1日より、厚生労働大臣が定める入院時の食事負担額が変更

になりました。食材費相当額に加え、新たに調理費相当額が負担額に含ま

れることとなり、平成28年4月1日より段階的に負担額が上がっておりま

す。ご入院された際は、「診療費請求書≪入院≫」の「食事負担金」欄を

ご確認ください。（右図＝入院1食あたり負担額） 

※住民税非課税世帯に該当する方は、加入されている医療保険の保険者が

発行する減額認定証を、医療機関の窓口に提出してください 

市民公開講座スケジュール 

地域包括ケア病棟って？？ 

“地域包括ケア病棟”では、急性期医療を経過をした患者さんや

自宅療養している患者さんの受け入れ、また、在宅復帰する患

者さんの支援等を行っています。 

●退院に向けた日常生活動作の維持・確立への援助 

理学療法士と相談しながら患者さんに合ったリハビリを行ったり、

週に2回ラジオ体操を行い日常生活動作の維持・確立への援助

をしています。 

●在宅復帰に向けた話し合い・指導 

週に1回多職種で退院調整カンファレンスを開催。退院前には

患者さんの退院に関わる職種が集まり退院後の生活について話

し合います。また、退院に向け、患者さん・ご家族へ必要に応じ

てオムツ交換などの手技を指導します。 

●レスパイト入院の受け入れ 

急性期を経過した患者さんだけでなく、普段介護している方の介

護休暇や病気、冠婚葬祭等で介護困難になった場合に一時的

に患者さんの受け入れを行っています。 

開催予定日 内容等 

8/28(火)14:00～ 脳神経外科 森信 哲医師 「認知症」 

9/18(火)14:00～ 総合内科 馬庭 厚医師 「結核」 

10月中～下旬 消化器内科医師予定 

11月中旬 糖尿病･内分泌内科医師予定 

12月 外科医師予定 

1月 腎臓内科医師予定 

2月 泌尿器科医師予定 

3月 整形外科医師予定 

※秋以降に認定看護師による講座も予定  

『脱水と脳梗塞『脱水と脳梗塞～高齢者だけじゃない～高齢者だけじゃない!?!?気を付けたい夏の病気～気を付けたい夏の病気～』』    

＊EVENTEVENT  REPORTREPORT 

・保険改正に伴う入院時食事負担額の変更保険改正に伴う入院時食事負担額の変更 

＊地域包括ケア病棟“夏祭り”開催地域包括ケア病棟“夏祭り”開催 

●特集特集  知っておきたい医療の知識知っておきたい医療の知識  

・市民公開講座スケジュール市民公開講座スケジュール 

  



知っておきたい医療の知識 

脱
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だ
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の
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こ
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脳
梗
塞
は
冬
場
に
多
く
発
症
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
じ
つ
は
…
６
～
８
月
の
夏
場
、
暑
い
時
期
に
多
い
病
気
な
ん
で
す
！ 

 

暑
い
時
期
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
し
も
が
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
だ
か
ら
こ
そ
気
を
付
け
た
い
“脳
梗
塞
”に
つ
い
て
、
秦
野
赤
十
字
病
院 

脳
神
経
外
科
部
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波
良 

勝
裕

は

ら

 

か

つ
ひ

ろ

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

-

脳
梗
塞
は
ど
ん
な
病
気
？- 

 

脳
の
血
流
が
悪
く
な
っ
て
細
胞
に
十
分
な
酸
素
や

栄
養
が
運
ば
れ
な
く
な
り
、
脳
の
機
能
が
壊
れ
る

こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
多
く
は
、
血
栓
と
呼
ば
れ
る

血
の
か
た
ま
り
が
血
管
を
塞
ぐ
こ
と
が
原
因
で
す

が
、
血
圧
低
下
や
脱
水
な
ど
で
脳
の
血
流
が
低
下

す
る
こ
と
で
も
発
症
し
ま
す
。 

 

血
管
の
老
化
で
あ
る
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
、
喫
煙
、
肥
満
、
そ
し
て

不
整
脈
な
ど
が
ベ
ー
ス
に
あ

る
と
、
脳
梗
塞
を
発
症
し
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
や

脳
梗
塞
の
既
往
が
な
い
人

で
も
夏
は
注
意
が
必
要
で

す
。 

 

-

脳
梗
塞
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？- 

 

脳
梗
塞
は
夏
に
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

夏
は
、
体
内
の
熱
を
発
散
し
よ
う
と
し
て
血
管
が

拡
張
す
る
た
め
、
血
圧
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
降
圧
薬
や
利
尿
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
な
ど

で
は
、
血
圧
が
下
が
り
過
ぎ
て
い
る
場
合
も
あ
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
汗
を
多
く
か
く
た

め
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
脱

水
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。
脱
水
に
な
る
と
、
血
液

の
粘
り
が
増
す
た
め
血
流
が
悪
く
な
り
、
血
管
が

詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

年
々
、
夏
の
暑
さ
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

体
温
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
体
内

に
熱
が
溜
ま
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

エ
ア
コ
ン
は
上
手
く
活
用
す
る
と
効
果
的
で
す

が
、
エ
ア
コ
ン
の
効
き
過
ぎ
た
場
所
で
は
、
乾
燥
に

よ
っ
て
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
ん
だ
飲
み
物
を

多
量
に
摂
取
す
る
と
、
利
尿
作
用
で
脱
水
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
風
邪
な
ど
に
よ
る
発
熱
や
下

痢
、
無
理
な
減
量
な
ど
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
条
件
が
揃
う
と
、
健
康
な
人
で
も
脳
梗

塞
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 -

脳
梗
塞
の
起
こ
り
や
す
い
時
間
帯
は

あ
る
の
？- 

 

睡
眠
中
の
早
朝
～
午
前
中
、
と
り
わ
け
起
床
後
２

時
間
の
発
症
が
多
く
、
睡
眠
中
の
血
圧
低
下
と
夜

間
の
脱
水
が
誘
引
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 -

水
分
摂
取
量
の
目
安
は
？-

 

平
常
時
の
１
日
に
必
要
な
水
分
摂
取
量
は
、
体
重
や

年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
水
分
は
食
事 

か
ら
も
摂
取
さ
れ
る
た
め
、
飲
み
水
と
し
て
の
必
要

量
は
１
．
５
リ
ッ
ト
ル
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

夏
の
外
出
や
暑
熱
環
境
下
で
の
運
動
や
作
業
な
ど

で
は
、
更
に
水
分
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

喉
が
渇
か
な
く
て
も
、
入
浴
時
・就
寝
時
・起
床
時

な
ど
は
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く

く
な
る
の
で
早
め
の
水
分
摂
取
が
必
要
で
す
。
水
分

摂
取
の
コ
ツ
は
、
『少
量
を
こ
ま
め
に
』
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
水
分
摂
取
に
適
し
ま
せ
ん
。
お
風
呂
上
り

や
就
寝
前
に
お
酒
を
多
量
に
飲
む
の
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
心
不
全
や
腎
不
全
で
は
、
水
分
の
取
り

過
ぎ
が
病
気
の
悪
化
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
１
日
の
水
分
摂
取
量
に
つ
い
て
は
医
師
に
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 -

脱
水
を
疑
う
サ
イ
ン
は
？-

 

 

肌
や
口
の
中
が
乾
燥
し
て
い
る
・
尿
量
が
少
な
い
・

尿
の
色
が
濃
い
な
ど
、
目
に
見
え
る
症
状
の
他
、
め

ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
こ
む
ら
返
り
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
は
直
ぐ
に
水
分
補
給
が
必
要
で

す
。 

 

頭
痛
・疲
労
感
・
集
中
力
低
下
な
ど
の
中
枢
神
経

症
状
や
、
嘔
気
、
食
欲
低
下
な
ど
の
消
化
器
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
水
分
の
他
に
塩
分
の
補
給
も

必
要
で
す
。
重
症
化
す
る
と
意
識
障
害
や
痙
攣
を

引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
た
め
、
症
状
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
場
合
は
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
で

す
。 

             -

脱
水
・脳
梗
塞
の
予
防
方
法
は
あ
り

ま
す
か
？- 

 

風
邪
を
ひ
い
た
り
、
不
規
則
な
生
活
、
寝
不
足
な

ど
が
続
い
て
る
場
合
、
数
日
前
か
ら
の
体
調
不
良
が

脱
水
の
誘
引
と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
日
頃
か
ら

の
体
調
管
理
が
大
切
で
す
。 

 -

脳
梗
塞
の
症
状
と
見
分
け
方
、 

 
 

 
 

 
 

 

受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？- 

 
A
C
T
 
F
A
S
T
(

す
ば
や
く
行
動)

こ
の
よ
う
な
標
語

が
良
く
使
わ
れ
ま
す
。 

 
(F
ac
e
)

顔
の
半
分
が
下
が
る
・(A

rm
)

片
腕
に
力
が

入
ら
な
い
・(S

peech)

い
つ
も
通
り
喋
れ
な
い
、
脳
梗

塞
の
治
療
は(T

im
e)

時
間
と
の
勝
負
で
す
。
後
遺
症

を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
う

ち
１
つ
で
も
あ
て
は
ま
れ
ば
、(T

im
e)

発
症
時
刻
を

確
認
し
て
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
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【脳梗塞を引き起こす要因】 

【脱水のサイン】 

波良 勝裕（はら かつひろ） 

秦野赤十字病院 脳神経外科部長 

日本脳神経外科学会専門医  


